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三重県では、県内事業者のアセアン地域における海外ビジネスの取り組みを伴走型で支援するため、タイ・バンコクに

「三重県アセアンビジネス展開サポートオフィス」（MISA）を設置しました。

アセアン地域の現地情報の提供、個別相談対応、展示会・商談会への出展支援等、事業者の皆様の取り組み段階に

応じた支援をさせて頂きます。

サポートオフィスについて、例えば以下のようなイメージでご活用頂けます（記載内容は架空の事例です。）

ご支援が必要な点がありましたら、是非ともご活用ください。

〇 三重県アセアンビジネス展開サポートオフィス開所のご案内

MISAの業務委託先である野村総合研究所タイの小林と申します。

2018年からアセアン（シンガポールおよびタイ）に在住しており、アセアン地域における消費財、小売・サービスを専門と

しております。本現地レポートも、私が担当させて頂きます。アセアン地域への進出に際してご支援が必要な点が

ございましたら、三重県ホームページの申し込みフォームからお気軽にお申し込み頂ければと存じます。

〇 担当者からのご挨拶

〇 タイにおける生活のご紹介

MISAの所在地であるタイについて、外務省のデータによると2023年時点の在留邦人の数が70,000人を超えており、

日本人にとって最も住みやすい海外都市の一つであるとも言われております。

特に日本食については困ることが無く、筆者も過去に米国、英国、シンガポール、タイと様々な国に住んだ経験が

ありますが、タイがもっとも日本食が充実している国であると実感しております。JETROの「2023年度タイ国日本食

レストラン調査」によると、2023年時点でタイにおける日本食レストランの数は5,751店舗となっており、大戸屋や

スシローなどの大手外食チェーン店から一食3万円もするような「おまかせ」専門の店など、幅広いジャンルの日本食が

現地の消費者によって人気を博しております。食材に関しても、鮮魚は日本各地から週に数回空輸され、早いものでは

水揚げの翌日にタイに到着しています。

今後も、日本食の店舗数は増加傾向にて推移していくことが見込まれ、現地の消費者にとって日本食はより身近な

存在になっていくことが期待されます。出張でタイに訪れる機会がありましたら、現地視察先の候補の一つとして頂くのは

いかがでしょうか。
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